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 2017 年 5 月発行 

 ボランティアだより  

 3 月 27 日（月）～４月 8 日（土）の春休みの期間、瑞穂小学校児童・瑞穂中学校生徒を対

象に、デイサービスセンターほほえみにおいて、高齢者の方との交流やレクリエーションなどの

キッズボランティア体験を実施しました。 

 小学生１１名、中学生１名が参加され、元気な声がデイサービスセンターに響きわたっていま

した。車いすを押したり、積極的にレクリエーションのお手伝いなどを頑張りました。 

 今後もキッズボランティアをとおして、福祉を身近に感じてもらい、命の尊さや思いやりの心

を培っていける取り組みを進めていきたいと思っています。 

  

利用者さんたちといっしょにいろんなこと 

をして、心がふれあえてよかったと思います。 

 

みなさんは、元気であかるく楽しい

人で、みなさんのえがおがみられ

て、とてもよかったです。 

なにかをしてあげるごとに「あり

がとう」「すまんな」といっても

らえてうれしかったです。 

参加してとてもよかったです。職員の方も利用

者の方も優しく接して下さったので、とても楽

しく３日間のボランティアができました。ま
た参加できるときはしたいと思います。 

「ほのボラ」第４３号（２０１７年４月発行）ボランティアグループ紹介の中で、 
 ３７番 和太鼓 結輪の記載に誤りがありました。 

誤）和太鼓 結輪（ゆいりん）→ 正）和太鼓 結輪（ゆうりん） 

関係者の皆様にご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。 

http://www.kyoshakyo.or.jp/kyotanba/


 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１ ボランティアを始めたきっかけは何ですか？  

「京都市内から引っ越しをしてきて、地域の人とふれ合うにはどうしたらいいか社協に 

相談したら竹野ほほえみの会を紹介された事がきっかけです。」 

Ｑ２ ボランティアをしていて良かった事は何ですか？  

「竹野地区のことがよく分かり、地域のみなさんとお知り合いになることが出来た事です。」 

Ｑ３ あなたにとってボランティアとは？  

「自分自身の心の癒しになっています。」 

 

毎週木曜日に竹野食彩の工房にて竹野サロンを開催されています。

この他にも食事会などを開催されています。 

 

Ｑ１ ボランティアを始めたきっかけは何ですか？  

「サークル【ささやき】で一緒に活動する塩田さんに手話を始めないかと誘われ、要約筆記 

も続けて受講し、その後サークルに入会してボランティアを始めるようになりました。」 

Ｑ２ ボランティアをしていて良かった事は何ですか？  

「要約筆記をした文章を見て、聞こえの不自由な方が『うん うん』とうなずいてくださっ 

たり『よく分かったわ。ありがとう』と言ってもらえたりした時に、少しでも人のお役に 

立てることができたと思えた事ですね。」 

Ｑ３ あなたにとってボランティアとは？  

「ボランティアとは、難しいことではなく、誰もが何か出来ることはないかと考え、行動に 

うつすことでできるものだと思います。要約筆記については、自分が聞こえて書ける間は 

頑張って続けていきたいと思います。」 

 

 

 

勉強会の様子 

聞こえの不自由な方に文字

で情報を伝えています。 

定例会…不定期 
 



 4 月 23日（日）質志サロンが、地域のお寺「光明寺」 

で開催されました。「サロンを始めたいんです」と社協に 

来られた時から、皆さんが気軽に集まれ 

る場を…と考えられ、記念すべき第１回 

目のサロンでした。自己紹介から始まり、 

おしゃべりやハーモニカ演奏、民謡もあ 

り、それに合わせて歌ったり、手拍子さ 

れたり楽しい時間を過ごされました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

♪ 民謡・ハーモニカ演奏 ♪ 

要約筆記サークル「くさぶえ」は４年前から、和知難聴者協会とともに、 

難聴で困っている方を対象に相談会を年２回開催しております。今年も、 

ふない聴覚言語障害センターに協力いただき開催いたします。今回は、 

聞こえの「何でも相談」、交流、聴力検査（希望者）を予定しております。 

聞こえに不安のある方の多くのご参加をお待ちいたしております。 
  

開催日時 平成２９年６月２日（金）９時半から正午まで 

開催場所 京丹波町社会福祉協議会和知支所  参加費 無料 
（和知高齢者コミュニティーセンター） 

 

参加申込みは、和知地域保健福祉室 ☎８４－００４９  または 

       京丹波町社会福祉協議会和知支所 ☎８４－１８３３まで 

 

町民のみなさまからお寄せ頂いた赤い羽根共同募金を活用し、地域の課題解決や住みよい町

づくりのために、住民主体で取り組む様々な地域福祉活動を応援する助成事業を実施します。 

平成 
29 年度 じぶんの町を良くする活動助成 

◆対象活動 平成 29年 4月 1日～平成30年 3月 9日に実施する以下の活動 

①見守り活動 ②支え合い活動 ③居場所づくり ④地域防災活動 ⑤地域振興活動 

◆申請締切 平成 29年 6月 20日（火）まで 

◆申請方法 所定の申請用紙に必要事項を記入し必要書類を 

添付のうえ、最寄りの社協各支所へ提出 

※申請用紙は社協各支所窓口及び京丹波町社協ホームページで入手できます。 

◆助成額  1 団体 上限 5万円（助成件数により金額を調整することがあります） 

◆審査・決定 平成 29年 6月下旬に書類審査とヒアリングを行い、交付決定します。 

【お問い合わせ先】京丹波町社協各支所まで 

 

聴覚障害を 
示す世界共通 
のシンボル 
マークです。 

 



丹波支所 ☎８２－０１２６ (榎川・友金) 和知支所 ☎８４－１８３３ (湊) 

 

 

お問い合わせ 

連絡先 
 

 

京丹波町社会福祉協議会 地域福祉課 

 

 

 

 

 

 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 合計 

男 ７ ０ 0 5 1 37 26 8 2 86 

女 ８ １ 9 9 47 246 156 55 2 533 

計 15 1 9 14 48 283 182 63 4 619 

 
             
 

 

長老苑の訪問・清掃活動。毎月 

1 回ふれあい活動。交通安全の 

折鶴作り。交通安全週間に合わ 

せて道の駅で啓発活動を実施しています。 

 

今年度もくるみの会との共催で、男性調理実

習会を開催します。開催場所は和知ですが、最

近は丹波・瑞穂地区からの参加が増えてきまし

た。一度参加されると「次も参加したい！」「次

は餃子を作ってみたい！」など、意欲的に取り

組んでおられます。毎回の参加が難しい場合は

１回でも２回でもOKです。男性の皆さん！ 

ぜひご参加下さい！お待ちしています！ 

 

 

  

第1回   

第 2回   

第 3回   

第 4回   

会場は…わちふれあいセンター調理室 

参加費400円 持ち物 エプロン・三角巾 
 

参加お申込みは社協和知支所まで 

6 月 21日（水）10時～13時 

9月 12日（火）10時～13時 

 

３月 ５日（月）10時～13時 

 

11月 6日（月）10時～13時 


